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（一社）情報通信エンジニアリング協会『Raisers』編集委員会

　　日はペルセウス座流星群を故郷の鹿児島で見てお
りました。天頂に掛かるカシオペア座の下を、最初は、
真っ黒な空に か細く打ち出され、そして途中で爆発、
輝度を大幅に増し、最後はスーッとまさに「線を引く」
ように消えていきました。二つの星屑が天頂角で20度
ほど走っては消えていきました。
　中高生の頃、鹿児島で内之浦宇宙空間観測所から打
ち上げられるロケットをカメラで良く撮影・観測した
のを思いだしました。 あの頃の受験生時代の私は、ど
ちらかと言うと、弱弱しく生きていたように記憶して
います。ですが、あの広大な真っ黒な空間に浮かぶ、
色とりどりの星々、真白く輝く広い帯状の銀河を見て
いる時には、なんだか神々しさ、無限の広さを感じ、
その中にすっと私も「透明」になるような気分で、爽
快さ、愉快さ、新鮮さを感じたものでした。科学者の
走りだったのでしょう（笑）
　今の住まいの東京では、あの「星々に囲まれた生活」
は少し無理ですが、いつか漆黒の空に輝く星々を日々
愛でながら、晴耕雨読の日々を夢見ている、残暑厳し
い今日この頃です。 （土元）

　　マートフォンは爆発的に普及していますが、使い
こなせている人はどの程度いるのでしょうか。
　私自身はスマートフォンを持ち始めて丸２年が経ち
ました。スマートフォンを利用していますが、これま
で使っていた機能は従来の携帯電話の時と変わらず、
電話・メール・インターネット程度でした。最近はメ
ディアなどでスマートフォンのアプリが特集されるこ
とも多く、やっと自分もスマートフォンらしい使い方
ができるようになりつつあります。
　例えば、ランニングアプリで距離やコース、タイム
の記録を取り始めました。これらの記録はスマート

フォン上だけでなく、PCとデータが共有やSNSとも
連携しています。 単純に記録を付けることに加え＋
αの機能があるおかげで、モチベーションが保て、ラ
ンニングを続けることができています。
　携帯電話はスマートフォンに変化しましたが、自分
自身もさらにスマートフォンを使いこなして、「スマー
ト」な人間になりたいものです。 （了舟）

　　ま手に取られている「Raisers」９月号も、国立
国会図書館に納本されています。頒布を目的として発
行された図書や雑誌、新聞、CD、ビデオなどの出版
物は、国立国会図書館法により国会図書館に納付する
ことが義務付けられているからです。
　昭和23年に同法が成立して以降、ありとあらゆる数
えきれないほどの出版物が納付されています。保管場
所の確保が大変なのはもとより、昭和初期の古い出版
物などは紙の状態が悪く、後世に残すためにマイクロ
フィルム化が進められた時期もありましたが、今では
場所をとらないデジタルデータ（電子書籍）化が主流
のようです。
　一方、最近では紙ではなく、最初から電子書籍で出
版するケースも増えてきており、ついに今年６月、オ
ンライン出版物の収集（納本制度に準じた義務化も含
む）ができるよう、国立国会図書館法の一部を改正す
る法律が成立しました。異なるフォーマットへの対応
をどうされるのか興味津々です。自ら古い出版物を電
子化する分については、標準フォーマットで統一すれ
ばよいのですが、スマホやタブレットで読める電子書
籍の分野はさまざまなフォーマットが入り乱れていま
す。これなら読めるがこれだと読めないといった混乱
が起きないよう、環境を整えるのは一筋縄ではいかな
いように思います。 （橋元）
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